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②特 集

　　
昭
和
33
年
２
月
６
日
、
那
須
御

用
邸
皇
宮
巡
査
部
長
駐
在
所
の
広

瀬
銀
次
郎
が
黒
磯
警
察
署
長
に
宛

て
た
書
類
に
は
、
那
須
御
用
邸
の

沿
革
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
詳

細
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
正
の
末
期
男
爵
東
久
世
秀

雄
内
匠
頭
時
代
に
東
宮
殿
下
の

御
為
に
那
須
平
原
の
地
に
御
用

邸
新
造
の
起
案
あ
り
、
再
度
の

下
検
分
の
結
果
林
野
局
管
理
御

料
地
の
一
部
栃
木
県
那
須
郡
那

須
村
大
字
湯
本
の
地
を
下
し
て

御
造
営
の
事
可
決
し
大
正
十
四

年
秋
よ
り
工
事
に
着
手
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
那
須
温
泉
史
よ
り
）

　
東
宮
殿
下
と
は
、当
時
の
皇
太
子

で
後
の
昭
和
天
皇
を
示
し
ま
す
。
那

須
御
用
邸
は
昭
和
天
皇
の
御
成
婚

後
の
御
静
養
の
場
と
し
て
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
本
邸
は
着
工
か
ら
１

年
後
の
大
正
15
年
７
月
15
日
に
完

成
し
、
昭
和
天
皇
は
翌
８
月
に
１

カ
月
間
、
新
築
の
那
須
御
用
邸
に

滞
在
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
年
12
月
25
日
、
大
正
天
皇
崩

御
に
よ
り
時
代
は
昭
和
へ
と
移
り

変
わ
り
ま
す
。
大
正
天
皇
の
諒
闇

（
喪
）
が
明
け
た
昭
和
３
年
夏
に

再
び
ご
静
養
さ
れ
、
そ
の
後
の
年

も
香
淳
皇
后
と
と
も
に
ご
滞
在
に

な
り
ま
す
が
、
昭
和
９
年
９
月
を

最
後
に
中
断
と
な
り
ま
す
。
戦
後

の
昭
和
22
年
８
月
に
東
北
地
方
ご

巡
幸
の
帰
路
に
お
立
寄
り
の
形
で

ご
滞
在
さ
れ
、
そ
の
後
、
ほ
ぼ
毎

年
お
い
で
に
な
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

▶
昭
和
49
年
８
月
22
日
、
町
の
共
同

利
用
模
範
牧
場
を
公
式
訪
問
さ
れ
た

昭
和
天
皇
と
皇
淳
皇
后
。

　
当
時
の
笹
沼
町
長
の
案
内
で
、
牧

場
内
の
畜
舎
や
農
耕
具
な
ど
を
ご
覧

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
牧
場
周
辺

に
点
在
す
る
開
拓
農
家
の
実
情
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
と
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
う
な
ず
き
な
が
ら
お
聞
き
に
な

っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
滞
在
な
さ

る
本
邸
の
敷
地
面
積
は
４
３
，４
６

７
・
６
㎡
、
東
京
ド
ー
ム
１
個
分

ほ
ど
の
広
さ
で
す
。
３
階
建
て
の

御
殿
の
総
面
積
（
付
属
建
物
を
除

く
）
は
２
，
９
０
４
㎡
で
、
町
の

ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須
と
同
じ
く
ら

い
の
面
積
で
す
。
ま
た
、
付
属
邸

と
し
て
、
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
が

滞
在
な
さ
る
御
殿
が
昭
和
10
年
に

建
て
ら
れ
た
ほ
か
、
嚶
鳴
亭
、
澄

空
亭
な
ど
の
建
物
が
あ
り
ま
す
。

　
敷
地
内
に
は
、
御
用
邸
警
備
を

専
門
に
行
う
皇
宮
警
察
本
部
那
須

御
用
邸
皇
宮
護
衛
官
派
出
所
が
設

置
さ
れ
御
用
邸
の
平
穏
を
守
っ
て

い
る
ほ
か
、
隣
接
地
に
は
御
用
邸

消
防
団
詰
所
が
設
置
さ
れ
、
有
事

に
備
え
て
い
ま
す
。

那須御用邸

那須湯本温泉
一軒茶屋バス停

▲
N

　御用邸は、天皇皇后両陛下はじめ、皇族方のご静養の場として使用されて
おり、本町のほかに神奈川県の葉山御用邸と静岡県の須崎御用邸があります。
　那須御用邸の歴史は葉山御用邸の次に深く、本町は那須御用邸とともに発
展したと言っても過言ではありません。

　昭和、平成、そして新たな時代へと向けて…
本町が那須御用邸とともに歩んできた歴史をご紹介します。

那
須
御
用
邸
の
沿
革

那
須
御
用
邸
の
概
要

茶臼岳を望むゴヨウツツジ
　ゴヨウツツジは愛子様のお印となっています。



③ 特 集

　　
那
須
湯
本
は
、
明
治
時
代
の
中

期
に
東
北
線
宇
都
宮
・
黒
磯
間
が

開
通
し
、
黒
磯
・
湯
本
間
の
道
路

改
修
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

年
々
湯
治
客
が
増
え
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
大
正
15
年
、
那

須
御
用
邸
が
建
築
さ
れ
た
た
め
、

那
須
の
土
地
が
全
国
に
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
御
用
邸
近
く
、
那
須
湯
本
の
東

町
地
区
に
、
組
合
組
織
に
よ
る
初

め
て
の
別
荘
地
「
那
須
近
光
荘
」

が
開
発
さ
れ
た
の
も
昭
和
初
期
の

頃
で
す
。
緑
豊
か
な
広
い
区
画
に
水

道
、
温
泉
、
排
水
設
備
が
整
い
、

組
合
員
は
学
者
や
一
流
実
業
家
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
建
物
は
別
荘

住
宅
に
限
ら
れ
、
華
美
な
も
の
で

は
な
く
質
素
を
重
ん
じ
、
営
業
を

禁
じ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
理
想
的
な
別
荘
地
が
造
ら
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
後
も
那

須
高
原
地
区
、
見
晴
町
地
区
の
開

発
が
進
め
ら
れ
企
業
の
保
養
所
や

個
人
の
別
荘
が
建
て
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
30
年
代
か
ら
高
度
成
長
期

に
は
、
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
首
都

圏
に
近
い
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な

別
荘
開
発
が
那
須
山
麓
一
帯
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
御
用
邸
で
は
、
地
元
青
年
団
と

婦
人
会
に
よ
る
清
掃
奉
仕
が
長
く

続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
御
用
邸
消
防
団
詰
所
で

は
、皇
室
の
方
々
の
滞
在
時
に
は
、

町
消
防
団
が
昼
夜
交
代
で
火
災
に

備
え
て
待
機
し
ま
す
。
昭
和
46
年

１
月
に
発
生
し
た
葉
山
御
用
邸
の

建
物
焼
失
を
受
け
、
同
年
３
月
10

日
に
は
初
め
て
の
御
用
邸
消
火
訓

練
が
行
わ
れ
、
消
防
署
と
消
防
団

に
よ
っ
て
出
動
体
制
の
確
認
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
町
が
一
丸
と
な
り

万
全
を
期
し
て
、
皇
室
の
方
々
を

歓
迎
し
お
出
迎
え
し
て
き
た
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
平
成
23
年
の
東
日

本
大
震
災
発
生
後
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
か
ら
の
「
宮
内
庁
関
連
施
設

を
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
の
お
気
持

ち
に
よ
り
、
町
内
で
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
る
被
災
者
を
対
象
に
、付

属
建
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
那
須
御

用
邸
供
奉
員
宿
舎
の
入
浴
施
設
が

開
放
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
３
月
か

ら
４
月
の
７
日
間
で
１
５
９
名
が

利
用
し
、
両
陛
下
の
温
か
い
お
気
持

ち
と
数
日
ぶ
り
の
入
浴
に
、
被
災

者
が
心
も
身
体
も
癒
さ
れ
た
こ
と

は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
号
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

を
始
め
皇
室
の
方
々
と
町
民
の
ふ

れ
あ
い
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

御
用
邸
と
町
の
発
展

地
域
住
民
と
の
関
わ
り

大
正
13
年
１
月
　
裕
仁
親
王
殿
下
（
昭
和
天
皇
）
と
良
子

　
　
　
　
　
　
　
女
王
（
皇
淳
皇
后
）
ご
成
婚

大
正
15
年
７
月
　
那
須
御
用
邸
本
邸
御
殿
及
び
臣
下
合
宿

　
　
　
　
　
　
　
所
竣
工

大
正
15
年
12
月
　
大
正
天
皇
崩
御
に
よ
り
裕
仁
親
王
殿
下

　
　
　
　
　
　
　
が
即
位

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
に
改
元

昭
和
２
年
　
　
　
那
須
近
光
荘
に
山
荘
が
建
築
さ
れ
る

昭
和
５
年
７
月
　
皇
子
御
殿
及
び
女
官
部
屋
の
増
築

　
　
　
　
　
　
　
嚶
鳴
亭
及
び
澄
空
亭
竣
工

昭
和
８
年
12
月
　
明
仁
親
王
殿
下
（
今
上
天
皇
）
ご
誕
生

昭
和
９
年
８
月
　
１
カ
月
の
ご
滞
在
を
最
後
に
中
断
と
な

　
　
　
　
　
　
　
る

昭
和
10
年
７
月
　
御
用
邸
付
属
邸
御
殿
及
び
付
属
建
物
竣

　
　
　
　
　
　
　
工

昭
和
16
年
12
月
　
太
平
洋
戦
争
始
ま
る

昭
和
20
年
８
月
　
終
戦

昭
和
22
年
８
月
　
東
北
地
方
ご
巡
幸
の
帰
路
に
お
立
寄
り

　
　
　
　
　
　
　
に
な
り
、そ
の
後
は
毎
年
お
い
で
に
な
る

昭
和
34
年
４
月
　
明
仁
親
王
殿
下
と
正
田
美
智
子
さ
ん
ご

　
　
　
　
　
　
　
成
婚

昭
和
35
年
２
月
　
皇
太
子
徳
仁
親
王
殿
下
ご
誕
生

昭
和
40
年
11
月
　
文
仁
親
王
殿
下
ご
誕
生

昭
和
44
年
４
月
　
清
子
内
親
王
殿
下
ご
誕
生

出典　「那須町誌」「那須温泉史」「東日本大震災　那須町の記録」

県道２１号線は、那須御用邸付近を通っていることから「ロイヤルロード」と呼ばれています。

「広報那須」昭和４６年8月号より
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桜
め
ぐ
り
に
お
出
か
け
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
の
各
市
町
お
す
す
め「
桜

ス
ポ
ッ
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、桜
の
見
頃
や
詳
し
い
場
所
、
交
通
手
段
、
桜
ま

つ
り
等
、
詳
し
く
は
各
市
町
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
と
は  

　

栃
木
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
の
３
県
に
ま
た
が
る
八
溝
山

を
取
り
囲
ん
だ
２
市
６
町
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
26
年

１
月
に
大
田
原
市
を
中
心
市
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。  

　

一
つ
ひ
と
つ
の
自
治
体
が
枠
を
越
え
て
、
地
域
住
民
の
い

の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
産
業
振

興
な
ど
各
分
野
で
連
携
・
協
力
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
圏
域
は
四
季
折
々
の
景
観
に
富
ん
だ
自
然
が
豊
か

で
、
圏
域
全
体
に
わ
た
り
歴
史
的
に
も
貴
重
な
文
化
遺
産
が

数
多
く
存
在
す
る
、
自
然
と
多
彩
な
文
化
が
融
合
し
た
魅
力

あ
る
地
域
で
す
。  

ソメイヨシノなど約２３０本の桜があり、栃木県
でも有数の桜の名所として親しまれています。 
螺旋階段（ふれあい橋）の上から眺める景色
も絶景です。 
■問合せ　商工観光課　☎ 0287-62-7156 

回転遊具や滑り台等の遊具があり、家族で楽
しめる公園です。 桜が咲き乱れ、広い敷地で
ゆっくりと花見ができます。 夜には、約１００個
の提灯が灯り夜桜も楽しめます。 
■問合せ　商工観光課　☎ 0287-92-1116 

樹齢３５０年といわれるエドヒガンやソメ
イヨシノ、ヤマザクラなどの巨木と菜の花の
共演が見られます。 夜、ライトアップされた姿
はとても幻想的です。 
■問合せ　観光商工課　☎ 72-6918  

大田原市北部にある両郷（磯上）の八溝登山
口、「一の鳥居」のそばにあります。 県内でも
第一級のヤマザクラの巨樹（推定樹齢３
００年）で、 堂々とした風格があります。 
■問合せ　観光協会　☎ 0287-54-1110 

大田原市北部にある両郷（磯上）の八溝登山
口、「一の鳥居」のそばにあります。 県内でも

推定樹
００年）で、 堂々とした風格があります。 

0287-54-1110 

口、「一の鳥居」のそばにあります。 県内でも
齢３

００年）で、 堂々とした風格があります。 
0287-54-1110 

口、「一の鳥居」のそばにあります。 県内でも
齢３

樹齢３５０年といわれるエドヒガンやソメ
イヨシノ、ヤマザクラなどの巨木と菜の花の

プされた姿
イヨシノ、ヤマザクラなどの巨木と菜の花の

プされた姿

④④

イヨシノ、ヤマザクラなどの巨木と菜の花の
プされた姿

います
る

15

ます
る景

56 

す。
景色

6 

回転遊具や滑り台等の遊具があり、家族で楽
しめる公園です。 桜が咲き乱れ、広い敷地で

０

0287-92-1116 

しめる公園です。 桜が咲き乱れ、広い敷地で
００個

0287-92-1116 

しめる公園です。 桜が咲き乱れ、広い敷地で
０個

0287-92-1116 

磯
上
の
山
桜
（
大
田
原
市
） 

４
月
中
旬 

黒
磯
公
園
（
那
須
塩
原
市
）

馬
頭
公
園
（
那
珂
川
町
）

  

堂
の
下
の
岩
観
音
（
那
須
町)

茨城県

栃木県

福島県

４
月
上
旬

　

 

～
中
旬 

４
月
上
旬

　

～
中
旬 

４
月
下
旬

　
　

～
中
旬 

　春　 桜日和 
 　 

春　 桜日和 
  ～桜を見に、ちょっと遠くまで～ 

　  八溝山周辺地域定住自立圏 桜めぐり 



　
町
内
の
桜
の
名
所
５
カ
所
を
紹
介

し
ま
す
。お
弁
当
と
水
筒
を
持
っ
て
お

花
見
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

【
那
須
町
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
】

高
久
愛
宕
山
公
園

　
黒
田
原
駅
発　
10
時
30
分

　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
那
須
着

　
　
　
　
　
　
　
10
時
50
分

　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
那
須
発

　
　
　
　
　
　
　
14
時
30
分

　
黒
田
原
駅
着　
14
時
50
分

【
那
須
町
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
】

余
笹
川
ふ
れ
あ
い
公
園

　
第
２
便
着　
　
　
10
時
30
分

　
第
３
便
着　
　
　
14
時
50
分

　
第
３
便
発　
　
　
12
時
50
分

　
第
４
便
発　
　
　
14
時
50
分

【
那
須
町
民
バ
ス
湯
本
線
】

余
笹
川
ふ
れ
あ
い
公
園

　
第
１
便
着　
　
　
８
時
29
分

　
第
２
便
発　
　
　
15
時
47
分

【
東
野
交
通　
伊
王
野
線
】

芦
野
御
殿
山（
芦
野
仲
町
降
車
）

堂
の
下
の
岩
観
音

　
　
　
　
　

 （
東
陽
小
学
校
降
車
）

伊
王
野
城
跡（
伊
王
野
小
学
校
前
降
車
）

※

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
の
利
用
に

は
、事
前
登
録
と
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ

〇
ふ
る
さ
と
定
住
課
公
共
交
通
係

　
☎
72
６
９
５
５

〇
関
東
自
動
車（
路
線
バ
ス
部
）

　
☎
０
２
８―

６
３
４―

８
１
３
３

⑤ 特 集

                  

                          

 

樹齢６００年を超える福島県指定天然記念
物のエドヒガンザクラです。 県内で一番に
花をつける早咲き桜でもあります。 艶やか
な色は行き交う人々に安らぎを与えます。
■問合せ　事業課　☎ 0247-46-4576 

道の駅奥久慈だいごから歩いて行けます。
川沿いに咲く桜並木が広がるロケーション
を楽しめます。 全長 1.5 ㎞、約１２０本の桜
並木を通ると春の香りに包まれます。
■問合せ　観光商工課　☎ 0295-72-1138

日本最初の「庶民公園」として造られた向ヶ
岡公園にある桜は、福島県天然記念物に指定
されており、全部で３株あります。 太いもの
では幹周りが４ｍにもなります。
■問合せ　まち振興課　☎ 0247-43-2112

かんがい用水のため池の土手に植えられた
一本桜です。 推定樹齢１５０年を超える桜
で、田園風景を背にわきの池に映る姿は「逆
さ桜」として、見ごたえがあります。
■問合せ　地域創生課　☎ 0247-33-2112

かんがい用水のため池の土手に植えられた
一本桜です。 推定樹齢１５０年を超える桜
で、田園風景を背にわきの池に映る姿は「逆

0247-33-2112

一本桜です。 推定樹齢１５０年を超える桜
で、田園風景を背にわきの池に映る姿は「逆

0247-33-2112

一本桜です。 推定樹齢１５０年を超える桜
で、田園風景を背にわきの池に映る姿は「逆

0247-33-2112

日本最初の「庶民公園」として造られた向ヶ
岡公園にある桜は、福島県天然記念物に指定
されており、全部で３株あります。 太いもの

0247-43-2112

岡公園にある桜は、福島県天然記念物に指定
されており、全部で３株あります。 太いもの

0247-43-2112

岡公園にある桜は、福島県天然記念物に指定
されており、全部で３株あります。 太いもの

0247-43-2112

物のエドヒガンザクラです。 県内で一番に
花をつける早咲き桜でもあります。 艶やか
な色は行き交う人々に安らぎを与えます。

物のエドヒガンザクラです。 県内で一番に
花をつける早咲き桜でもあります。 艶やか
な色は行き交う人々に安らぎを与えます。

物のエドヒガンザクラです。 県内で一番に
花をつける早咲き桜でもあります。 艶やか
な色は行き交う人々に安らぎを与えます。

奥久慈だいごから歩いて行けます。
川沿いに咲く桜並木が広がるロケーション
を楽しめます。 全長 1.5 ㎞、約１２０本の桜

0295-72-1138

川沿いに咲く桜並木が広がるロケーション
を楽しめます。 全長 1.5 ㎞、約１２０本の桜

0295-72-1138

川沿いに咲く桜並木が広がるロケーション
を楽しめます。 全長 1.5 ㎞、約１２０本の桜

0295-72-1138

花
園
の
し
だ
れ
桜
（
棚
倉
町
）

戸
津
辺
の
桜
（
矢
祭
町
）

久
慈
川
桜
並
木（
大
子
町
）

  

向
ヶ
岡
公
園
の
桜
（
塙
町
）４
月
上
旬

　
　

～
中
旬 

３
月
下
旬

～
４
月
上
旬 

４
月
上
旬

　
　

～
中
旬 

４
月
上
旬

　
　

～
中
旬 

【
那
須
町
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
】

余
笹
川
ふ
れ
あ
い
公
園

　
第
２
便
着　
　

　
第
３
便
着　
　

　観光商工課　

　
第
３
便
発　
　

　
第
４
便
発　
　

問合せ　観光商工課　

【
那
須
町
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
】

余
笹
川
ふ
れ
あ
い
公
園

　
第
２
便
着　
　

　
第
３
便
着　
　

　観光商工課　

公
共
交
通
を
利
用
し
て

那
須
町
の
「
桜
ス
ポ
ッ
ト
」
へ
お
花
見
に

公
共
交
通
を
利
用
し
て

那
須
町
の
「
桜
ス
ポ
ッ
ト
」
へ
お
花
見
に

公
共
交
通
を
利
用
し
て

那
須
町
の
「
桜
ス
ポ
ッ
ト
」
へ
お
花
見
に芦野御殿山

愛宕山公園



⑥タウントピックス

　
任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
選
挙

は
２
月
17
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日

開
票
の
結
果
、
13
名
の
新
議
員
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
改
正
後
初
の
選
挙
と
な
り
、

２
月
12
日
の
告
示
日
に
は
、
定
員
13
名

に
対
し
て
現
職
７
名
、元
職
１
名
、新
人

８
名
の
計
16
名
が
立
候
補
届
出
を
済
ま

せ
、
５
日
間
に
わ
た
る
選
挙
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

投
票
率
は
前
回
の
59
・
33
％
を
５
・
88

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、53
・
45
％
で
し
た
。

候
補
者
の
得
票
数
、
投
票
区
別
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
候
補
者
の
得
票
数

　
　
（
敬
称
略
・
○
数
字
は
当
選
回
数
）

当　

平
山
輝
貴　

新　

１
５
１
７
票
①

当　

田
村
浪
行　

新　

１
１
３
１
票
①

当　

高
橋　

輝　

新　
　

９
４
９
票
①

当　

薄
井
博
光　

現　
　

８
８
５
票
②

当　

室
井
髙
男　

現　
　

８
６
０
票
②

当　

小
野
曜
子　

現　
　

８
５
８
票
②

当　

井
上　

豊　

現　
　

８
０
６
票
②

当　

木
村
秀
一　

新　
　

７
８
５
票
①

当　

関　

幸
夫　

新　
　

７
１
４
票
①

当　

齋
藤
則
人　

新　
　

６
９
４
票
①

当　

池
沢
昇
秋　

現　
　

６
３
９
票
②

当　

髙
久
一
伸　

現　
　

６
２
４
票
②

当　

竹
原
亞
生　

現　
　

３
６
２
票
②

次　

平
橋
文
子　

元　
　

３
０
８
票

　
　

室
井
正
博　

新　
　

２
３
７
票

　
　

森　
　

進　

新　
　

１
４
６
票

※

小
数
点
以
下
の
按
分
票
は
省
略

 

任
期
満
了
に
よ
り

　
町
議
会
議
員

　
　

 

８
名
が
退
任　

　
２
月
25
日
の
任
期
を
も
っ
て
、
次
の

方
々
が
町
議
会
議
員
を
退
任
し
ま
し
た
。

●
４
期

　
荒
木　
三
朗 

さ
ん

●
３
期

　
大
森　
政
美 

さ
ん

　
三
上　
公
博 

さ
ん

●
２
期

　
松
中
キ
ミ
エ 

さ
ん

　
平
山　
　
忠 

さ
ん

　
齊
藤　
隆
則 

さ
ん

●
１
期

　
高
久　
淳
平 

さ
ん

　
茅
野　
　
健 

さ
ん

　
「
町
民
と
と
も
に
歩
む
議
会
」を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
町
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
し
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
と
議
会
運
営
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

町議会議員選挙   新議員13名が誕生



▼
那
須
町
で
投
票
で
き
る
方

〇
平
成
13
年
４
月
８
日
以
前
に
生
ま

　
れ
た
方

〇
転
入
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
12

　
月
28
日
以
前
に
那
須
町
に
転
入
届
を

　
し
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
那
須
町

　
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

▼
当
日
投
票
所　
上
表
の
19
カ
所
が

　
当
日
の
投
票
所
で
す
。入
場
券
に
表

　
示
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て
く

　
だ
さ
い
。

　　
期
日
前
投
票

　
３
月
30
日
㈯
〜
４
月
６
日
㈯

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
に
行
け
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票
所
・
投
票
時
間

〇
役
場
本
庁
町
民
ホ
ー
ル

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

〇
高
原
公
民
館（
湯
本
支
所
）会
議
室

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※

期
日
前
投
票
所
に
よ
っ
て
投
票
時
間

が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
】

　
入
場
券
は
告
示
日（
３
月
29
日
）以

降
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。期
日
前
投

票
を
す
る
と
き
は
、
裏
面
が
宣
誓
書
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
記

入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
他
市
区
町
村
に

滞
在
す
る
方
は
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
指
定
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票

　
病
院
や
介
護
施
設
（
都
道
府
県
選
挙

管
理
委
員
会
指
定
施
設
）な
ど
に
入
院
、

入
所
し
て
い
る
方
は
、そ
の
病
院
、施
設

等
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
病
院
ま
た
は
施
設
の
担
当
者
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
も
し
く
は
介
護
保

険
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が

｢

要
介
護
５｣

の
方
で
、
郵
便
等
投
票
証

明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、郵
便

等
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

※

不
在
者
投
票
は
手
続
き
に
日
数
を
要

し
ま
す
の
で
お
早
め
に
請
求
ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
公
報

　
選
挙
公
報
は
、
４
月
２
日
以
降
に
新

聞
折
込
で
配
布
し
ま
す
。ま
た
、役
場
本

庁
、各
支
所
、図
書
館
等
の
町
施
設
に
配

置
す
る
ほ
か
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。新
聞
を

購
読
し
て
い
な
い
世
帯
で
郵
送
で
の
配

布
を
希
望
す
る
場
合
は
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
最
近
転
入
し
た
方
へ

　
最
近
、
他
の
市
区
町
村
か
ら
那
須
町

に
転
入
し
た
方
は
次
の
こ
と
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
県
内
か
ら
転
入
し
た
方

　
平
成
30
年
12
月
29
日
以
降
に
栃
木

県
内
の
他
の
市
町
か
ら
那
須
町
に
転
入

し
た
方
は
、旧
住
所
地
の
市
町
で
、そ
の

市
町
の
属
す
る
選
挙
区
の
栃
木
県
議
会

議
員
選
挙
の
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
た
だ
し
、こ
れ
に
該
当
す
る
方
は
、那

須
町
長
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き
栃
木

県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証

明
書（
無
料
）」を
、あ
ら
か
じ
め
住
民
生

活
課
で
受
け
取
り
、
旧
住
所
地
の
投
票

所
の
受
付
で
提
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
を

行
う
場
合
で
も
、こ
の「
証
明
書
」の
提
示

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
県
外
か
ら
転
入
し
た
方

　
平
成
30
年
12
月
29
日
以
降
に
栃
木

県
外
の
市
区
町
村
か
ら
那
須
町
に
転
入

し
た
方
は
、
今
回
の
栃
木
県
議
会
議
員

選
挙
の
ほ
か
、
旧
住
所
地
で
同
日
に
執

行
さ
れ
る
道
府
県
議
会
議
員
選
挙
で
も

投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
72
６
９
２
７

不
在
者
投
票

４
月
７
日（
日
）は

栃
木
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

投
票
時
間 
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

当
日
投
票
啓
発
の
た
め
、全
町
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

火
災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
吹
鳴
時
間　
午
前
７
時
・
正
午
・
午
後
７
時（
30
秒
間
）

⑦



⑧タウントピックス

　
２
月
21
日
、
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須
で

自
衛
隊
に
入
隊
す
る
町
内
在
住
の
方
に

激
励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 会
に
は
、来

年
度
自
衛
隊
に
入
隊
予
定
の
４
名
が

出
席
し
、
代
表
で
澤
輝
瑠
さ
ん
が
「
日

本
の
防
衛
や
世
界
平
和
の
一
翼
を
担

う
者
と
し
て
入
隊
を
決
意
し
ま
し
た
。

入
隊
後
は
ど
ん
な
困
難
に
も
負
け
な

い
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
誓

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
自
衛
隊
家
族
会
栃
木
県
那
須
地
区

会
長
を
は
じ
め
、
出
席
し
た
多
く
の
方

が
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
入
隊
す
る
入

隊
者
の
決
意
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
自
衛
隊
入
隊
者
の
ご
健
闘

と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
し
ま
す
。

　
２
月
４
日
、
県
庁
で
栃
木
県
元
気
な

農
業
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
稲
沢
農
地
水
環
境
保
全
組
合
が
下

野
新
聞
社
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
稲
沢
農
地
水
環
境
保
全
組
合
（
代
表

広
木
康
夫
氏
）
は
、
平
成
19
年
か
ら
活

動
が
始
ま
り
、
地
域
全
体
で
農
村
環
境

保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。学

校
や
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
ザ
ゼ

ン
ソ
ウ
鑑
賞
会
の
実
施
や
か
ぼ
ち
ゃ

祭
り
を
行
い
、
後
継
者
を
育
成
す
る
た

め
の
活
動
強
化
や
農
業
の
楽
し
さ
の

積
極
的
な
発
信
が
期
待
さ
れ
る
点
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

誇
り
を
胸
に

自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会

▶
組
合
員
と
東
陽
小
学
校
児
童
に
よ
る
校
外

　
授
業
、ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
の
観
察
会

稲沢農地水環境保全組合が下野新聞社長賞を受賞
栃木県元気な農業コンクール　

　

自
衛
隊
大
田
原
地
域
事
務
所
で
は
、 広
く
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。入

隊
を
希
望
す
る
方
や
自
衛
官
に
興
味
の
あ
る
方
は
、 気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す



⑨ タウントピックス

　
１
月
29
日
、
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須
で

那
須
岳
の
噴
火
を
想
定
し
た
那
須
岳

火
山
防
災
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。訓
練
に
は
、
近
隣
市
町
村
や
警
察
、

消
防
、
日
光
砂
防
事
務
所
な
ど
那
須
岳

火
山
防
災
協
議
会
の
構
成
機
関
、
22
団

体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
前
に
平
山
町
長
が
、「
い
つ
発

生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
火
山
災
害
に

対
し
て
、
訓
練
を
と
お
し
て
関
係
機
関

が
ど
の
よ
う
に
動
く
べ
き
か
を
確
認

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
」と
述
べ
ま
し
た
。

　　
降
雨
発
生
に
伴
う
降
灰
後
の
土
石

流
が
発
生
す
る
ま
で
の
各
機
関
の
防

災
対
応
を
机
上
で
確
認
し
ま
し
た
。ま

た
、火
口
2.5
㎞
の
範
囲
の
規
制
と
土
石

　
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
東
日
本
大

震
災
か
ら
８
年
が
経
ち
ま
し
た
。東
日

本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
地
震
が

発
生
し
て
も
、
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

発
災
時
の
行
動

①
落
下
物
等
か
ら
、自
分
の
身
を
守
る
。

②
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
行
動
す
る
。

③
出
口
を
確
保
す
る
。

④
火
元
を
確
認
す
る
。

⑤
ガ
ラ
ス
窓
や
塀
か
ら
離
れ
る
。

⑥
ブ
レ
ー
カ
ー
を
上
げ
て
通
電
さ
せ

　
な
い
。

⑦
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
に
触
ら
な
い
。

⑧
不
要
不
急
の
電
話
使
用
は
控
え
る
。

　
不
要
に
な
っ
た
小
型
家
電
か
ら
２

０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
入
賞
メ
ダ
ル
を
制

作
す
る
、
東
京
２
０
２
０
組
織
委
員

会
主
催
の「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
町
も
参
加
し
て
い
ま
す
。 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
と
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
回
収
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
終
了　
３
月
31
日
㈰

※

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん

な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ

い
て
は
、
日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://www.

 jesc.or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
環
境
課
環
境
衛
生
係　

　
☎
72
６
９
１
６

流
等
の
危
険
性
が
あ
る
地
域
の
規
制
、

避
難
誘
導
、
ま
た
降
灰
の
除
灰
・
処
分

方
法
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

防
災
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
　

安全・安心な農作物栽培のため、農作物には登録農薬を使用し、その基準
を守る必要があります。使用する際は、次のことに注意してください。
●農薬容器のラベル内容（使用基準、注意事項等）をよく読み、 正しく
　使いましょう。　
●農薬の飛散防止を徹底しましょう。
●農薬の使用状況（使用年月日、名称、使用量等）を正確に記帳しましょう。■問合せ　農林振興課農政係　☎７２－６９１１

那
須
岳
の
噴
火
を
想
定　
　

22
団
体
が
合
同
訓
練

【ヤフー！防災速報】
　現在地と指定した地域の地震、豪雨、警報などの防災情
報をまとめて得ることができるほか、町か
らの防災に関する緊急情報を直接受け取る
こともできます。携帯電話やパソコンなどで
ＵＲＬを入力するかＱＲコードを読み取っ
てアクセスしてください。※スマートフォン
専用のアプリとメール版もあります。

■問合せ　総務課防災交通係

あわせて登録
備えて安心‼

那須町安全安心メール
ヤフー！防災速報
那須町安全安心メール
ヤフー！防災速報
那須町安全安心メール
ヤフー！防災速報

【那須町安全安心メール】
　火災や停電情報、防災・防犯情報など、
町からのお知らせをメールで配信しています。
携帯電話、パソコンから「t-nasu@sg-m.jp」
に空メールを送信するか、 ＱＲコードを読み
取ってアクセスしてください。

☎７２－６９０２

受
付
終
了
間
近
！　
　

都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

  

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

受
付
終
了
間
近
！　
　

都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

  

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

農業者の皆さまへ

農薬は基準に基づいた
適正使用をお願いします


	3月01-.pdf
	3月02-.pdf
	3月03-.pdf
	3月04-.pdf
	3月05-.pdf
	3月06-.pdf
	3月07-.pdf
	3月08-.pdf
	3月09-.pdf

